
どう見たらいいんだろう

作品や表現の見方を広げよう！

⚫城田侑希（しろた・ゆき）

社会福祉法人みぬま福祉会

アートセンター集スタッフ
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第３回

福祉やケアの現場では、障害のある人が生み出す表現に接し、その驚き

や感動を発信してみたり、公募展に応募してみたり、悩みながらも何か

かたちにしようとする取り組みが生まれています。ときには、公募展の

結果などで一喜一憂してしまうこともあるかもしれません。しかし、作品

の良し悪しはひとつの評価で決まってしまうのでしょうか？今 回 の

研修では、さまざまな視点から表現に向き合う事例を取り上げ、他者に

よる評価ではなく、自分の表現の見方を広げることを目指します。

前半では、福祉施設職員や美術の専門家、行政職員など、多くの人が関わ

りながらつくっていく埼玉県の展覧会について紹介します。

後半では、言葉で表出しない人など、重度の障害のある人の表現への向

き合い方について、埼玉県の社会福祉法人みぬま福祉会と宮城県仙台市

のわらしべ舎羽黒台工房の創作活動をもとに考えます。

どなたでもお気軽にご参加ください。

主催　宮城県（令和７年度宮城県障害者芸術文化活動支援業務）　　

運営　障害者芸術活動支援センター＠宮城（SOUP）／ NPO 法人エイブル・アート・ジャパン

ウェブページ
詳細はこちら

⚫堀川夏季（ほりかわ・なつき）

わらしべ舎羽黒台工房

アートコーディネーター

第 16 回埼玉県障害者アート企画展選考会の様子 わらしべ舎羽黒台工房活動風景（宮城県仙台市）

※城田さんは、Zoom での参加です



★こんなかたにおすすめ！

・作品や表現をどう見たら良いかわからない

・作者の想いと施設の職員の想いと、どのように折り合いをつけているのか知りたい

・言葉で表出しない利用者さんの作品や表現への向き合いかた、

　表現を外に発信するときのポイントを知りたい

・福祉施設の職員や家族をはじめ、テーマに関心のあるかたはどなたでも

★申し込み方法

メール／電話／ファクス／郵送／申し込みフォーム

★申し込みに必要なこと　＊がついている項目は、必ずお知らせください

□お名前（ふりがな） ＊　　　　 □所属団体・活動内容など　　□居住地（市区町村まで）＊

□連絡先 （メールアドレス / 電話番号 / ファクス番号など） ＊

□参加方法（会場 / Zoom）＊　　□参加人数＊

□研修に参加する動機＊　　　　□ゲストへの質問

□必要な配慮やスタッフへの連絡事項など（参加にあたり、心配なことはどんなことでもお知らせください）

★しめきり　２月２０日（金）

★お問い合わせ・申し込み先　

障害者芸術活動支援センター＠宮城（SOUP/ すうぷ）

NPO 法人エイブル・アート・ジャパン東北事務局内

【住　所】 宮城県仙台市青葉区上杉 4-1-50　1 階

【メール】 soup@ableart.org　【電　話】 070-5328-4208　【ファクス】 022-774-1576　

★会場 （対面参加の場合）

みやぎハートフルセンター 3 階 中会議室

申し込み
フォーム

住所：仙台市青葉区上杉三丁目 3 番 1 号　※エレベーターあり

＜アクセス方法＞

【地下鉄】 地下鉄南北線「勾当台公園駅」北 2 出口から徒歩 11 分

【車】駐車場はないため近隣の有料駐車場をご利用ください。

※オンライン（Zoom）で参加する場合

研修の前日までに、メールで参加に必要な URL をお送りします。

空きがあればしめきり後も受け付けます


